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浅野衆議院議員（以下、浅野）　本日はよろしくお願いいたし
ます。はじめに昨年を少し振り返りたいと思うのです
が、2024年は、お正月から能登半島地震や航空機事故
が発生し、試練のスタートとなった年でした。また、政
界では都知事選挙や衆議院総選挙などの大型選挙が続
き、主要政党の党首も一斉に代替わりした年でした。ま
た、ドジャース大谷選手の大活躍やトランプ氏の再選な
ども記憶に新しい出来事でした。改めて一年を振り返
り、首長として印象的だったことを教えてください。

小川日立市長（以下、小川）　浅野先生におかれましては、昨
年10月の石破新首相の就任から、わずか26日後という
戦後最短の超短期決戦となった衆議院総選挙で、見事、
３回目のご当選を果たされ、改めて、お祝いを申し上げ
ます。

　　　　また、12月には臨時国会の国民民主党代表質問で、
「若手のエース」としてご登壇され、弁舌爽やかに「年
収の壁」などを引き合いに石破首相の決意を問いただす
姿は、将来を託せる次世代の台頭を感じさせ、大変頼も
しく思うとともに、地元選出の先生のご活躍を心から嬉
しく思ったところです。

　　　　さて、昨年は、本市の市制施行85周年、十王町との合
併20周年という、節目となる年でございました。これま
での歩みは決して平坦ではなく、間近なところでも、東
日本大震災や、新型コロナウイルス感染症の大流行な
ど、大きな困難に遭遇しましたが、市民、企業、行政など

が一丸となって、その度に乗り越えてまいりましたこと
は、本市が持つ力強さの表れであると考えております。

　　　　そのような中で改めて昨年を振り返りますと、４月
に、日立製作所との「スマートシティの実現に向けた共
創プロジェクト」が本格始動しました。本市の施策の大
きな柱の一つである「持続可能なまちづくり」の実現に
大きく寄与することを期待しております。

　　　　また、本市出身で、共創プロジェクトの日製側の責任
者であります、德永俊昭副社長さんが、日製の次期社長
に選ばれましたことは、私にとって、これ以上ない喜び
となりました。

　　　　さらに、11月には、本市初となるフルマラソン大会
「ひたちシーサイドマラソン2024」を国内外から約
4,400人のランナーを迎え、開催しました。本市を挙げ
て盛大に開催できましたことを大変嬉しく思っていま
す。今後は、本市の秋冬の一大イベントとして定着させ
ていきたいと考えております。

　　　　このように、１年を通して、本市の将来につながる新
たな取組を進めることができましたのは、市民の皆様の
ご理解とご協力があってこそと、改めて感謝を申し上げ
ます。

浅野　　年末の代表質問の際には小川市長からも激励のメー
ルをいただき、私自身それを励みとさせていただきまし
た。改めてご配慮に感謝申し上げます。

　　　　また、共創プロジェクトに関しては、PJ推進室のメン
バーの皆さんが地元の様々なイベントでブース出展した
り、秋にはシビックセンター新都市広場周辺でのモビリ
ティフェスなどが開催され、積極的に市民との接点をつ
くろうとしている姿が印象的でした。こうした施策に加

え、昨年初開催のシーサイドマラソンなどの地域資源を
活かした新しいイベントも充実させていることを感じて
います。

浅野　　この流れでまずは、人口減少に対するお考えや行政の
対応についてお聞きします。日立市においては、近年、
若い方々を中心として、市内各地での様々なイベントに
積極的に取り組まれている印象があります。また、市で
は、若者の移住支援や企業支援にも熱心に取り組まれて
きたと思いますが、地元の雇用促進と定住人口の確保に
むけて、現在の日立市として取り組んでいる事業につい
て教えてください。

小川　　私が市長に就任した平成27年から、本市の地方創生・
人口減少対策の取組をスタートさせ、これまで子育て世
代や、特に若者・女性の活躍支援などに、様々な施策をき
め細やかに、そして、間断なく展開してまいりました。

　　　　一例を申し上げますと、学生の多くが利用している奨
学金の返還を、最大で全額補助することでＵＩＪターンを
促進する取組を始め、高等学校等新規卒業者への就職祝
金や住居手当を支給する中小企業に対する支援の取組に
より、地元での就業と定住を促進してまいりました。

　　　　また、空き店舗に新規出店する事業者に対し、新規出店
時の支援に加え、３年間継続して支援を行うことで、創業
の促進と事業の継続・安定を図ってまいりました。

　　　　さらには、日立駅前大型商業施設であるヒタチエの
オープンにより、約40テナントでの買い物ができる環境
が整うとともに、約800人の雇用を創出し、日立駅前地区
のにぎわいと活性化が図られたものと考えております。

　　　　これらの取組に加えまして、昨年は、先ほど申し上げま
したシーサイドマラソンと、日立アルプスを舞台としたト
レイルランニングの大会が開催され、「ひたちらしさ」を
活かしたまちの活性化や、にぎわいの創出につきまして
も、引き続き、努めてまいりたいと感じたところです。

　　　　今後も、県北地域の中心都市としての役割をしっかり
と果たし、ひたちらしさを際立たせ、将来を担う若者・
女性の活躍応援や子育て支援日本一を目指す「地方創
生・人口減少対策」に取り組んでまいります。

浅野　　私が最近、特に重要だと感じているのは、女性の皆さ
んが持っている意思や能力を発揮できる場をできるだけ
多く作っていく事です。茨城県全体で見れば、近年は製

造業を中心として企業誘致が功を奏し、県民所得が全国
３位となるなど効果も出ていますが、一方で、男女間の
賃金格差はワースト２でした。ここにチャンスがあると
思います。

　　　　日立市では進学、就職、結婚などで転居していく若者
が多いのですが、特に女性の転出数が多く、その理由と
して就職先が少ないという声が多く聞こえています。こ
のテーマは是非、小川市長さんや地元企業の皆さんと連
携しながら取り組みたいと考えています。

浅野　　私はこれまでに、日立市の将来像として「世界最先端
技術・サービスの実証実装都市へ」という方針を掲げな
がら選挙に臨みました。日立市に根付いているものづく
りの知恵と技術は、先人たちのたゆまぬ努力によって育
まれた地域の宝です。昨年は、日本で初めての自動運転
バス（レベル４）の認定を取得し、本年２月から日本初＆
本格的な実証運行が日立市内でスタートすることとなり
ました。これから本格化する共創プロジェクトについて
も、今年の見通しなどを教えて下さい。

小川　　「ひたちBRT」については、営業運行を目指す車両
が、昨年11月に中型の路線バス車両としては全国で初め
て、国から自動運転レベル４の認可を取得しました。ご
案内のとおり、本年２月からは、特定条件下における自
動運転レベル４による営業運行を開始する予定です。

　　　　現在、市内では運転手不足などにより路線バスの減便
や運行時間の短縮を余儀なくされておりますが、安心し
て働き、暮らせるまちをつくるためにも、引き続き、国と
連携して「ひたちBRT」とその周辺地区での自動運転の
取組を進めてまいります。

　　　　前にも述べましたが、昨年４月に、日立製作所と本市
は、新たな官民連携をスタートさせました。前例にとら
われない新たな発想を持ちながら、未来に向けて、皆さ
まと共に手を携え、共に考え、共に行動し、次世代につ
なぐデジタルを活用した「サステナブルシティ」の実現
に向けた挑戦を進めています。

　　　　私は、本市には、市民、企業、行政が協力できる下地
があると考えております。決して立ち止まらず、新たな
成長を呼ぶ「未来への投資」を進め、両者で社会イノ
ベーションという新風を巻き起こしていきたいですね。

浅野　　実は、私自身も初当選した2017年当時から、自動運

転の国内普及に取り組んでおり、2019年の国会では自動
運転を解禁するための法案審査に関わりました。今回、
日立市において、全国初の自動運転レベル４の営業運行
がスタートすることになったことを非常に感慨深く感じ
ています。今後も「日本初」や「世界初」というものが、
ここ日立市から発信していけるように、私も精一杯協力
していきたいと思います。

浅野　　昨年の総選挙が終わった直後から、国民民主党が掲げ
たいわゆる手取りを増やすための「103万円の壁」の引
上げに、多くのご注目をいただいています。現在（12月
時点）は、自民党及び公明党との政策協議が進んでいる
状況ですが、本施策に対する市長の見解や期待する内容
があれば教えてください。

小川　　賃金が上昇しても社会保険料や物価が上がっており、
多くの労働者は手取りが増えたという実感を得られてい
ません。また、パートやアルバイトなどの「働き控え」が
人手不足の要因にもなっており、「103万円の壁」の引
上げは、必要なことと考えております。

　　　　一方で、多くの自治体が懸念しているとおり、住民税
の減収による行政サービスへの影響は大変大きいものと
なりますので、地方の財政運営に支障が生じないよう、
代替財源の確保を含めて、国にしっかりと対応していた

だきたいと思います。

浅野　　全くその通りだと思います。地方財政への影響を抑制
するという思いは、全く同じものがありますので、私とし
ても103万円の壁の引上げに当たっては、その点に十分
に意識を向けていきたいと思います。

浅野　　最後の質問になりますが、2025年に向けて小川市長
ご自身の抱負を教えてください。

小川　　2025年は、終わりの見えない物価高騰や、地球温暖
化を一因とした激甚化する災害への備えをはじめ、本
市の戦後の経済成長を支えてこられた団塊の世代が75
歳以上の後期高齢者となるなど、幾多の課題が複雑
化・多様化をしながら一層深刻になるものと捉えており
ます。

　　　　こうした中、今年の十二支「巳年」のごとく、行財政
運営に係る従来の手法やルールといった既成概念から臆

することなく「脱皮」し、時代の変化や様々な課題を未
来への推進力に変えていかなければならないと認識を新
たにしたところでございます。

　　　　本年は本市のまちづくりの道標である総合計画前期
基本計画が、５年計画の４年目を迎えることになりま
す。これまでの取組を検証しながら、目標とする将来都
市像である「共創で新たな歴史を刻む次世代型みらい都
市 ひたち」の実現に向け、計画に掲げた重要事業を着実
に推進してまいります。

　　　　今後も、「ひたちらしさ」を際立たせながら、安全・安
心で活力に満ちた、誰もが未来に夢や希望を抱けるまち
の実現に向け、市民の皆さまと共に手を携えながら、元
気と魅力あふれるまちづくりに尽力いたします。

浅野　　今後の日立市の未来にむけては、私も共創の輪に加わ
りながら頑張りたいと思います。また、冒頭話題に挙が
りましたが、昨年は日立市にとって節目の年でした。一
方、本年は戦後80年、阪神淡路大震災から30年が経過
する年となります。改めて、日本全体の無病息災を願う
とともに、ウクライナや中東地域で暮らす人々に、一日
も早い平和が訪れることを願わずにはいられません。本
日は様々なお話をお聞かせいただき、誠にありがとうご
ざいました。

　2025年特別企画として、本年も１月20日に小川春樹　日立市長との特別対談を実施させて
いただきました。対談では、人口減少、日立市の将来、「103万円の壁」の引上げ等について取り
組んだ2024年を振り返り、今後のまちづくりの展望についての思いを語っていただきました。
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んが持っている意思や能力を発揮できる場をできるだけ
多く作っていく事です。茨城県全体で見れば、近年は製

造業を中心として企業誘致が功を奏し、県民所得が全国
３位となるなど効果も出ていますが、一方で、男女間の
賃金格差はワースト２でした。ここにチャンスがあると
思います。

　　　　日立市では進学、就職、結婚などで転居していく若者
が多いのですが、特に女性の転出数が多く、その理由と
して就職先が少ないという声が多く聞こえています。こ
のテーマは是非、小川市長さんや地元企業の皆さんと連
携しながら取り組みたいと考えています。

浅野　　私はこれまでに、日立市の将来像として「世界最先端
技術・サービスの実証実装都市へ」という方針を掲げな
がら選挙に臨みました。日立市に根付いているものづく
りの知恵と技術は、先人たちのたゆまぬ努力によって育
まれた地域の宝です。昨年は、日本で初めての自動運転
バス（レベル４）の認定を取得し、本年２月から日本初＆
本格的な実証運行が日立市内でスタートすることとなり
ました。これから本格化する共創プロジェクトについて
も、今年の見通しなどを教えて下さい。

小川　　「ひたちBRT」については、営業運行を目指す車両
が、昨年11月に中型の路線バス車両としては全国で初め
て、国から自動運転レベル４の認可を取得しました。ご
案内のとおり、本年２月からは、特定条件下における自
動運転レベル４による営業運行を開始する予定です。

　　　　現在、市内では運転手不足などにより路線バスの減便
や運行時間の短縮を余儀なくされておりますが、安心し
て働き、暮らせるまちをつくるためにも、引き続き、国と
連携して「ひたちBRT」とその周辺地区での自動運転の
取組を進めてまいります。

　　　　前にも述べましたが、昨年４月に、日立製作所と本市
は、新たな官民連携をスタートさせました。前例にとら
われない新たな発想を持ちながら、未来に向けて、皆さ
まと共に手を携え、共に考え、共に行動し、次世代につ
なぐデジタルを活用した「サステナブルシティ」の実現
に向けた挑戦を進めています。

　　　　私は、本市には、市民、企業、行政が協力できる下地
があると考えております。決して立ち止まらず、新たな
成長を呼ぶ「未来への投資」を進め、両者で社会イノ
ベーションという新風を巻き起こしていきたいですね。

浅野　　実は、私自身も初当選した2017年当時から、自動運

転の国内普及に取り組んでおり、2019年の国会では自動
運転を解禁するための法案審査に関わりました。今回、
日立市において、全国初の自動運転レベル４の営業運行
がスタートすることになったことを非常に感慨深く感じ
ています。今後も「日本初」や「世界初」というものが、
ここ日立市から発信していけるように、私も精一杯協力
していきたいと思います。

浅野　　昨年の総選挙が終わった直後から、国民民主党が掲げ
たいわゆる手取りを増やすための「103万円の壁」の引
上げに、多くのご注目をいただいています。現在（12月
時点）は、自民党及び公明党との政策協議が進んでいる
状況ですが、本施策に対する市長の見解や期待する内容
があれば教えてください。

小川　　賃金が上昇しても社会保険料や物価が上がっており、
多くの労働者は手取りが増えたという実感を得られてい
ません。また、パートやアルバイトなどの「働き控え」が
人手不足の要因にもなっており、「103万円の壁」の引
上げは、必要なことと考えております。

　　　　一方で、多くの自治体が懸念しているとおり、住民税
の減収による行政サービスへの影響は大変大きいものと
なりますので、地方の財政運営に支障が生じないよう、
代替財源の確保を含めて、国にしっかりと対応していた

だきたいと思います。

浅野　　全くその通りだと思います。地方財政への影響を抑制
するという思いは、全く同じものがありますので、私とし
ても103万円の壁の引上げに当たっては、その点に十分
に意識を向けていきたいと思います。

浅野　　最後の質問になりますが、2025年に向けて小川市長
ご自身の抱負を教えてください。

小川　　2025年は、終わりの見えない物価高騰や、地球温暖
化を一因とした激甚化する災害への備えをはじめ、本
市の戦後の経済成長を支えてこられた団塊の世代が75
歳以上の後期高齢者となるなど、幾多の課題が複雑
化・多様化をしながら一層深刻になるものと捉えており
ます。

　　　　こうした中、今年の十二支「巳年」のごとく、行財政
運営に係る従来の手法やルールといった既成概念から臆

することなく「脱皮」し、時代の変化や様々な課題を未
来への推進力に変えていかなければならないと認識を新
たにしたところでございます。

　　　　本年は本市のまちづくりの道標である総合計画前期
基本計画が、５年計画の４年目を迎えることになりま
す。これまでの取組を検証しながら、目標とする将来都
市像である「共創で新たな歴史を刻む次世代型みらい都
市 ひたち」の実現に向け、計画に掲げた重要事業を着実
に推進してまいります。

　　　　今後も、「ひたちらしさ」を際立たせながら、安全・安
心で活力に満ちた、誰もが未来に夢や希望を抱けるまち
の実現に向け、市民の皆さまと共に手を携えながら、元
気と魅力あふれるまちづくりに尽力いたします。

浅野　　今後の日立市の未来にむけては、私も共創の輪に加わ
りながら頑張りたいと思います。また、冒頭話題に挙が
りましたが、昨年は日立市にとって節目の年でした。一
方、本年は戦後80年、阪神淡路大震災から30年が経過
する年となります。改めて、日本全体の無病息災を願う
とともに、ウクライナや中東地域で暮らす人々に、一日
も早い平和が訪れることを願わずにはいられません。本
日は様々なお話をお聞かせいただき、誠にありがとうご
ざいました。

人口減少に対する考え方と対策について

若者・女性の活躍応援や
子育て支援日本一を目指す

人口減少に対する対応について話を聞く浅野議員
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浅野衆議院議員（以下、浅野）　本日はよろしくお願いいたし
ます。はじめに昨年を少し振り返りたいと思うのです
が、2024年は、お正月から能登半島地震や航空機事故
が発生し、試練のスタートとなった年でした。また、政
界では都知事選挙や衆議院総選挙などの大型選挙が続
き、主要政党の党首も一斉に代替わりした年でした。ま
た、ドジャース大谷選手の大活躍やトランプ氏の再選な
ども記憶に新しい出来事でした。改めて一年を振り返
り、首長として印象的だったことを教えてください。

小川日立市長（以下、小川）　浅野先生におかれましては、昨
年10月の石破新首相の就任から、わずか26日後という
戦後最短の超短期決戦となった衆議院総選挙で、見事、
３回目のご当選を果たされ、改めて、お祝いを申し上げ
ます。

　　　　また、12月には臨時国会の国民民主党代表質問で、
「若手のエース」としてご登壇され、弁舌爽やかに「年
収の壁」などを引き合いに石破首相の決意を問いただす
姿は、将来を託せる次世代の台頭を感じさせ、大変頼も
しく思うとともに、地元選出の先生のご活躍を心から嬉
しく思ったところです。

　　　　さて、昨年は、本市の市制施行85周年、十王町との合
併20周年という、節目となる年でございました。これま
での歩みは決して平坦ではなく、間近なところでも、東
日本大震災や、新型コロナウイルス感染症の大流行な
ど、大きな困難に遭遇しましたが、市民、企業、行政など

が一丸となって、その度に乗り越えてまいりましたこと
は、本市が持つ力強さの表れであると考えております。

　　　　そのような中で改めて昨年を振り返りますと、４月
に、日立製作所との「スマートシティの実現に向けた共
創プロジェクト」が本格始動しました。本市の施策の大
きな柱の一つである「持続可能なまちづくり」の実現に
大きく寄与することを期待しております。

　　　　また、本市出身で、共創プロジェクトの日製側の責任
者であります、德永俊昭副社長さんが、日製の次期社長
に選ばれましたことは、私にとって、これ以上ない喜び
となりました。

　　　　さらに、11月には、本市初となるフルマラソン大会
「ひたちシーサイドマラソン2024」を国内外から約
4,400人のランナーを迎え、開催しました。本市を挙げ
て盛大に開催できましたことを大変嬉しく思っていま
す。今後は、本市の秋冬の一大イベントとして定着させ
ていきたいと考えております。

　　　　このように、１年を通して、本市の将来につながる新
たな取組を進めることができましたのは、市民の皆様の
ご理解とご協力があってこそと、改めて感謝を申し上げ
ます。

浅野　　年末の代表質問の際には小川市長からも激励のメー
ルをいただき、私自身それを励みとさせていただきまし
た。改めてご配慮に感謝申し上げます。

　　　　また、共創プロジェクトに関しては、PJ推進室のメン
バーの皆さんが地元の様々なイベントでブース出展した
り、秋にはシビックセンター新都市広場周辺でのモビリ
ティフェスなどが開催され、積極的に市民との接点をつ
くろうとしている姿が印象的でした。こうした施策に加

え、昨年初開催のシーサイドマラソンなどの地域資源を
活かした新しいイベントも充実させていることを感じて
います。
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対応についてお聞きします。日立市においては、近年、
若い方々を中心として、市内各地での様々なイベントに
積極的に取り組まれている印象があります。また、市で
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て教えてください。
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浅野衆議院議員（以下、浅野）　本日はよろしくお願いいたし
ます。はじめに昨年を少し振り返りたいと思うのです
が、2024年は、お正月から能登半島地震や航空機事故
が発生し、試練のスタートとなった年でした。また、政
界では都知事選挙や衆議院総選挙などの大型選挙が続
き、主要政党の党首も一斉に代替わりした年でした。ま
た、ドジャース大谷選手の大活躍やトランプ氏の再選な
ども記憶に新しい出来事でした。改めて一年を振り返
り、首長として印象的だったことを教えてください。

小川日立市長（以下、小川）　浅野先生におかれましては、昨
年10月の石破新首相の就任から、わずか26日後という
戦後最短の超短期決戦となった衆議院総選挙で、見事、
３回目のご当選を果たされ、改めて、お祝いを申し上げ
ます。

　　　　また、12月には臨時国会の国民民主党代表質問で、
「若手のエース」としてご登壇され、弁舌爽やかに「年
収の壁」などを引き合いに石破首相の決意を問いただす
姿は、将来を託せる次世代の台頭を感じさせ、大変頼も
しく思うとともに、地元選出の先生のご活躍を心から嬉
しく思ったところです。

　　　　さて、昨年は、本市の市制施行85周年、十王町との合
併20周年という、節目となる年でございました。これま
での歩みは決して平坦ではなく、間近なところでも、東
日本大震災や、新型コロナウイルス感染症の大流行な
ど、大きな困難に遭遇しましたが、市民、企業、行政など

が一丸となって、その度に乗り越えてまいりましたこと
は、本市が持つ力強さの表れであると考えております。

　　　　そのような中で改めて昨年を振り返りますと、４月
に、日立製作所との「スマートシティの実現に向けた共
創プロジェクト」が本格始動しました。本市の施策の大
きな柱の一つである「持続可能なまちづくり」の実現に
大きく寄与することを期待しております。

　　　　また、本市出身で、共創プロジェクトの日製側の責任
者であります、德永俊昭副社長さんが、日製の次期社長
に選ばれましたことは、私にとって、これ以上ない喜び
となりました。

　　　　さらに、11月には、本市初となるフルマラソン大会
「ひたちシーサイドマラソン2024」を国内外から約
4,400人のランナーを迎え、開催しました。本市を挙げ
て盛大に開催できましたことを大変嬉しく思っていま
す。今後は、本市の秋冬の一大イベントとして定着させ
ていきたいと考えております。

　　　　このように、１年を通して、本市の将来につながる新
たな取組を進めることができましたのは、市民の皆様の
ご理解とご協力があってこそと、改めて感謝を申し上げ
ます。

浅野　　年末の代表質問の際には小川市長からも激励のメー
ルをいただき、私自身それを励みとさせていただきまし
た。改めてご配慮に感謝申し上げます。

　　　　また、共創プロジェクトに関しては、PJ推進室のメン
バーの皆さんが地元の様々なイベントでブース出展した
り、秋にはシビックセンター新都市広場周辺でのモビリ
ティフェスなどが開催され、積極的に市民との接点をつ
くろうとしている姿が印象的でした。こうした施策に加

え、昨年初開催のシーサイドマラソンなどの地域資源を
活かした新しいイベントも充実させていることを感じて
います。

浅野　　この流れでまずは、人口減少に対するお考えや行政の
対応についてお聞きします。日立市においては、近年、
若い方々を中心として、市内各地での様々なイベントに
積極的に取り組まれている印象があります。また、市で
は、若者の移住支援や企業支援にも熱心に取り組まれて
きたと思いますが、地元の雇用促進と定住人口の確保に
むけて、現在の日立市として取り組んでいる事業につい
て教えてください。

小川　　私が市長に就任した平成27年から、本市の地方創生・
人口減少対策の取組をスタートさせ、これまで子育て世
代や、特に若者・女性の活躍支援などに、様々な施策をき
め細やかに、そして、間断なく展開してまいりました。

　　　　一例を申し上げますと、学生の多くが利用している奨
学金の返還を、最大で全額補助することでＵＩＪターンを
促進する取組を始め、高等学校等新規卒業者への就職祝
金や住居手当を支給する中小企業に対する支援の取組に
より、地元での就業と定住を促進してまいりました。

　　　　また、空き店舗に新規出店する事業者に対し、新規出店
時の支援に加え、３年間継続して支援を行うことで、創業
の促進と事業の継続・安定を図ってまいりました。

　　　　さらには、日立駅前大型商業施設であるヒタチエの
オープンにより、約40テナントでの買い物ができる環境
が整うとともに、約800人の雇用を創出し、日立駅前地区
のにぎわいと活性化が図られたものと考えております。

　　　　これらの取組に加えまして、昨年は、先ほど申し上げま
したシーサイドマラソンと、日立アルプスを舞台としたト
レイルランニングの大会が開催され、「ひたちらしさ」を
活かしたまちの活性化や、にぎわいの創出につきまして
も、引き続き、努めてまいりたいと感じたところです。

　　　　今後も、県北地域の中心都市としての役割をしっかり
と果たし、ひたちらしさを際立たせ、将来を担う若者・
女性の活躍応援や子育て支援日本一を目指す「地方創
生・人口減少対策」に取り組んでまいります。

浅野　　私が最近、特に重要だと感じているのは、女性の皆さ
んが持っている意思や能力を発揮できる場をできるだけ
多く作っていく事です。茨城県全体で見れば、近年は製

造業を中心として企業誘致が功を奏し、県民所得が全国
３位となるなど効果も出ていますが、一方で、男女間の
賃金格差はワースト２でした。ここにチャンスがあると
思います。

　　　　日立市では進学、就職、結婚などで転居していく若者
が多いのですが、特に女性の転出数が多く、その理由と
して就職先が少ないという声が多く聞こえています。こ
のテーマは是非、小川市長さんや地元企業の皆さんと連
携しながら取り組みたいと考えています。

浅野　　私はこれまでに、日立市の将来像として「世界最先端
技術・サービスの実証実装都市へ」という方針を掲げな
がら選挙に臨みました。日立市に根付いているものづく
りの知恵と技術は、先人たちのたゆまぬ努力によって育
まれた地域の宝です。昨年は、日本で初めての自動運転
バス（レベル４）の認定を取得し、本年２月から日本初＆
本格的な実証運行が日立市内でスタートすることとなり
ました。これから本格化する共創プロジェクトについて
も、今年の見通しなどを教えて下さい。

小川　　「ひたちBRT」については、営業運行を目指す車両
が、昨年11月に中型の路線バス車両としては全国で初め
て、国から自動運転レベル４の認可を取得しました。ご
案内のとおり、本年２月からは、特定条件下における自
動運転レベル４による営業運行を開始する予定です。

　　　　現在、市内では運転手不足などにより路線バスの減便
や運行時間の短縮を余儀なくされておりますが、安心し
て働き、暮らせるまちをつくるためにも、引き続き、国と
連携して「ひたちBRT」とその周辺地区での自動運転の
取組を進めてまいります。

　　　　前にも述べましたが、昨年４月に、日立製作所と本市
は、新たな官民連携をスタートさせました。前例にとら
われない新たな発想を持ちながら、未来に向けて、皆さ
まと共に手を携え、共に考え、共に行動し、次世代につ
なぐデジタルを活用した「サステナブルシティ」の実現
に向けた挑戦を進めています。

　　　　私は、本市には、市民、企業、行政が協力できる下地
があると考えております。決して立ち止まらず、新たな
成長を呼ぶ「未来への投資」を進め、両者で社会イノ
ベーションという新風を巻き起こしていきたいですね。

浅野　　実は、私自身も初当選した2017年当時から、自動運

転の国内普及に取り組んでおり、2019年の国会では自動
運転を解禁するための法案審査に関わりました。今回、
日立市において、全国初の自動運転レベル４の営業運行
がスタートすることになったことを非常に感慨深く感じ
ています。今後も「日本初」や「世界初」というものが、
ここ日立市から発信していけるように、私も精一杯協力
していきたいと思います。

浅野　　昨年の総選挙が終わった直後から、国民民主党が掲げ
たいわゆる手取りを増やすための「103万円の壁」の引
上げに、多くのご注目をいただいています。現在（12月
時点）は、自民党及び公明党との政策協議が進んでいる
状況ですが、本施策に対する市長の見解や期待する内容
があれば教えてください。

小川　　賃金が上昇しても社会保険料や物価が上がっており、
多くの労働者は手取りが増えたという実感を得られてい
ません。また、パートやアルバイトなどの「働き控え」が
人手不足の要因にもなっており、「103万円の壁」の引
上げは、必要なことと考えております。

　　　　一方で、多くの自治体が懸念しているとおり、住民税
の減収による行政サービスへの影響は大変大きいものと
なりますので、地方の財政運営に支障が生じないよう、
代替財源の確保を含めて、国にしっかりと対応していた

だきたいと思います。

浅野　　全くその通りだと思います。地方財政への影響を抑制
するという思いは、全く同じものがありますので、私とし
ても103万円の壁の引上げに当たっては、その点に十分
に意識を向けていきたいと思います。

浅野　　最後の質問になりますが、2025年に向けて小川市長
ご自身の抱負を教えてください。

小川　　2025年は、終わりの見えない物価高騰や、地球温暖
化を一因とした激甚化する災害への備えをはじめ、本
市の戦後の経済成長を支えてこられた団塊の世代が75
歳以上の後期高齢者となるなど、幾多の課題が複雑
化・多様化をしながら一層深刻になるものと捉えており
ます。

　　　　こうした中、今年の十二支「巳年」のごとく、行財政
運営に係る従来の手法やルールといった既成概念から臆

することなく「脱皮」し、時代の変化や様々な課題を未
来への推進力に変えていかなければならないと認識を新
たにしたところでございます。

　　　　本年は本市のまちづくりの道標である総合計画前期
基本計画が、５年計画の４年目を迎えることになりま
す。これまでの取組を検証しながら、目標とする将来都
市像である「共創で新たな歴史を刻む次世代型みらい都
市 ひたち」の実現に向け、計画に掲げた重要事業を着実
に推進してまいります。

　　　　今後も、「ひたちらしさ」を際立たせながら、安全・安
心で活力に満ちた、誰もが未来に夢や希望を抱けるまち
の実現に向け、市民の皆さまと共に手を携えながら、元
気と魅力あふれるまちづくりに尽力いたします。

浅野　　今後の日立市の未来にむけては、私も共創の輪に加わ
りながら頑張りたいと思います。また、冒頭話題に挙が
りましたが、昨年は日立市にとって節目の年でした。一
方、本年は戦後80年、阪神淡路大震災から30年が経過
する年となります。改めて、日本全体の無病息災を願う
とともに、ウクライナや中東地域で暮らす人々に、一日
も早い平和が訪れることを願わずにはいられません。本
日は様々なお話をお聞かせいただき、誠にありがとうご
ざいました。

2025年に向けて

時代の変化や様々な課題を
未来への推進力に変えていく
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